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ゲージ

給砂塔と砂焼き小屋

http://www.advanceltd.co.jp

アドバンス N gauge 1:150
       Paper Kit

基本的には、接合面に
ボンドを塗布して
差込む、もしくは
凹凸を合わせ接着
するので、精度よく
組み立てができます。

1003

組立は差込み or 凹凸合わせ

Nゲージ向けペーパーキット　カラー硬質紙をレーザー加工　塗装不要

サイズ：約幅45×奥行30×高さ60mm(給砂塔):幅84×奥行31×高さ32mm(砂焼き小屋)

N

組立例給砂塔と砂焼き小屋を結ぶパイプ付



～ご用意ください～

・デザインナイフ
・クラフトボンド
（木工ボンドと爪楊枝）
・ピンセット
・カッターマット

組立前に必ずお読みください
・部品はデザインナイフ等で丁寧に切り離してください。
・接着は（木工ボンドを爪楊枝で）接合面に載せる様に塗布します。
・ボンドの水分で紙が柔らかくなり差込みづらくなる為、ボンドは します。
・接着した部品を剥がすのは困難です。説明書を参考に全体の流れを理解した上で接着しましょう。

凸部分を避けて塗布

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。　製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

部品は、写真赤丸の様に、
数カ所で留まっています。
光に透かしますと、分かり
易いです。

アドバンスペーパーキットについて！
・カラー硬質紙をレーザーカットしており、加工時に切断面に焦げや煤が付着します。
・焦げ・煤が原因で指が汚れたり、焦げ臭い場合もありますが予めご了承ください。
・未切断や抜け残しがありましたらデザインナイフ等で取り除いてください。

給砂塔と砂焼き小屋組立説明書Nゲージ向け

部品番号表

※青数字は給砂塔の部品、赤数字は砂焼き小屋の部品です。

① ③② ④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩
⑪ ⑫

⑬ ⑭

⑯

⑮

⑰ ⑱ ⑲ ⑳

㉑

㉒ ㉓
㉔

㉕ ㉖

㉗ ㉙

㉚ ㉛ ㉜

㊲ ㊳ ㊴ ㊵

㉙

㉚

㉛ ㉜ ㉝

㉞ ㉟ ㊱

㉘

① ③②

④
⑤

⑥
⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

⑭ ⑯⑮ ⑰ ⑱

⑲

⑳

㉑ ㉒ ㉓㉔ ㉕

㉖ ㉗

㉘

㉝

52×18mm 23×13mm

17×13mm 32×18mm 23×18mm

ガラスは透明外箱を
寸法に切出して接着
してください。

ほぼ実寸です。赤枠の内側に収まるようにします。
仮合わせを行ってから接着します。

ガラス「型」



２．操作場を組立てます。
　　床になる部品㉙を上からかぶせる様に
　　⑨⑩の凸部分に差込み接着します。

３．操作場の手すりをつけます。
　　手すり㉕㉖は、予め曲げておきます。
　　図と写真を参考に本体に手すり㉕㉖を差込み接着します。

給砂塔の組立方法

１．まず、鉄塔部分から組み立てていきます。
最初に、部品⑤⑥に①②を差込み接着します。

　　
　　

①②と③④を間違えない様に注意してください。

　　③④を接着します。
　　⑦⑧は、③④のみにボンドを塗布
　　して差込み接着します。
　　⑨⑩を、⑤(短い凸)と⑥に差込み
　　接着します。

４．砂箱を組立てます。
　　⑯⑰は、予め軽く曲げておきます。

　　⑱に⑯⑰⑭⑮、最後に⑬の順番で接着します。

当キットは給砂塔の組立難易度が高いです。
凸部分を避けてボンドを塗布すること、差込みの際に凸部分を曲げない様に注意します。

①

⑨

⑩

④

②

⑤

③

⑦

⑥

⑧

㉙

⑯

⑬

⑭

⑱

⑰

⑮

緑のライン部分を
折り曲げます。

５．次に、部品㉑を２枚重ねて接着します。

　　
　　重ねた部品を、砂箱に差込み接着します。
　　

2枚重ねる　　２枚重ねる

ボンドは少量を接合面に
載せる様に塗布します。

塗布例
※部品⑤は
　長い凸側を差込みます。

※部品⑤の向きに注意



８．給砂配管の差込口を組立てていきます。
　　部品㉘に、㉚㉗㉜二枚、㉔の順番で重ねて接着します

　　重ねた後に、黒マジックでグレー部分を塗ると見栄えがします。

１．まず、窯と圧送部分から作ります。
　　重ねる順番と左右を間違えないように注意します。
　　最初に、㉕に㉑㉒㉓㉔を差込み接着した後に、
　　土台⑲に差込み接着します。
　　
　　次に、⑰⑯⑮②⑭③、⑫⑬⑧⑨⑩⑪を接着しますが、
　　向きを合わせて、ピッタリと重ねます。
　　
　　土台との垂直・水平にも気を付けます。
　　（歪みますと屋根がうまく接着できません）

㉕の凸部分にボンドが付着しない様にします。

６．ピンセットでつまみながら砂箱と部品㉑を接着します。
　　
　　つづいて、部品㉒㉓を先端部分に差込み接着します。

　　本体に差込み接着します。

写真赤丸部分が浮かない様に指で押さえながらつまみます。

７．部品⑪⑫を接着します。
　　予め差込み部分を曲げておきます。

　　続いて、⑲⑳を接着します。

９．８で制作したものを上部に接着し、
　　土台㉛に固定します。
　　最後にハシゴ㉝を土台に差込み、
　　本体と接着して完成です。

㉒ ㉓

差込みます

㉘
㉚
㉗
㉜
㉔

砂焼き小屋の組立方法

㉕

㉑

㉒

㉓ ㉔

⑲

⑧ ⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬⑭ ⑮ ⑯ ⑰
②③



３．外壁㉛㉜㉝㊴を接着します。
　　㊴は中心がずれない様に注意します。
　　続いて、ドア部分と窓枠部分に㉘の枠を貼ります。

　　※窓ガラスが必要な場合は、パッケージの透明箱を
　　　部品番号表下の「型」を参考に切出してください。
　　　

２．最初に、ひさし㉚を㉙の裏側から差し、そのまま㉞に接着します。
　　もうひとつのひさし㉚は、㊲の裏側から差して接着します。
　　土台⑲に、㉞㉟㊱㊲を差込み接着しますが、 にします。
　　㊳㊵（横幅が㉟㊲よりも広いです）を中心を合わせて接着します。
　　

㊱を煙突側

４．本体に屋根下地㉖を接着します。
　　続いて、屋根④を接着します。
　　
　　
　　煙突部分（グレー色）に㉗を、送砂管に①を差込み
　　接着します。
　　㉗①を接着後に、屋根⑤を接着します。
　　屋根の軒瓦として⑥⑦を接着します。
　　（写真赤線部分に接着）

下地よりも幅が狭いので中心に合わせて接着します。

㉞

㉟ ㊱

㊲ ㊳

㊵

㉚㉙
㉚

５．砂置き場を作ります。
　　部品⑳に、折り曲げた⑱を差込み接着します。
　　建物を載せて完成です。

送砂管として、丸棒を
同封しています。
お好みで曲げて頂き、
給砂塔とつなげて下さい。
（写真は弊社関連商品との
　組合せ例です）

煙突側

⑥

⑦

⑦
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